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去る５月２１日に本会の第 46 次通常総会が開催

され、盛会のうちに無事終了致しました。ここに 

その概要をお知らせ致します。 

 

日   時 平成 22 年 5 月 20 日（木）14:30～ 

場   所 オークラ千葉ホテル 

出席会員数 出席３７社 委任状１８社 

（現会員数６３社） 

来 賓 

千葉県計量検定所所長 白井 幸雄様 

千葉市計量検査所所長 三浦 修様 

千葉県計量検定所次長 佐藤 光彦様 

（日本計量新報社 取締役社長 横田様は都

合により欠席） 

 

１．開会の辞 

第一副会長 ＪＦＥスチール㈱東日本製鉄所 

制御部制御技術室 桐谷室長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．会長挨拶 

みなさんこんにちは。本協議会の会長を仰せつ

かっております住友化学千葉工場の平野です。開

会に当たりまして、一言御挨拶させていただきま

す。 

本日、第４６次通常総会の開催に当たり千葉県

計量検定所 白井所長様はじめご来賓の皆様、並

びに会員各位の皆様には、御多忙中にも関わらず

御臨席を賜りありがとうございます。また準備に

当たられました役員会社の理事の皆様にもこの場

をお借りしまして感謝申し上げます。 

さて気になる最近の景気動向ですが、2008 年 9

月のリーマンショック以降、深刻な世界同時不況

に陥り、2009 年はマイナス成長となりましたが、

同年後半からは回復に向かい、2010 年は再びプラ

ス成長に転じるものと見込まれています。わが国

経済も、2008 年 9 月以降、輸出の減少等により急

激に悪化しましたが、2009 年 4 月以降、一連の大

型経済対策の効果や中国景気の持ち直しなどにも

支えられ、徐々に回復しつつあります。ただ、ギ

リシャの財政危機への対応いかんによっては、回

復しつつある世界経済に、リーマンショック同様

大きな影響を与えかねません。 

このような状況のもとで、生産活動の基本であ

ります、製造効率化、品質維持向上そして環境保

全のための計量・計測・他の関連技術が益々重要

となってきていると、私は考えています。 

そして、本協議会の各種活動を通じて、消費者

の皆様や関係官庁など企業を支えて戴いています

全ての皆様方にも成果を感じて戴ければと考えて

おります。 

本協議会としましても、時代に対応した組織体

制の強化、合理化を進めるとともに、会員相互間

のみならず、他の計量関係団体との垣根を越えた
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技術交流、情報の共有化を進化させ、会員会社な

らびに社会に対しより貢献できるよう本協議会を

発展させることが重要であると考えております。

今後とも、会員各位の一層のご協力をお願いする

次第でございます。 

只今から、平成２１年度事業活動と新年度事業

計画につきましてご報告しご審議賜りますが、皆

様におかれましては、忌憚のないご意見を頂きま

して有意義な総会と致したく存じますので、ご協

力のほど宜しくお願い申し上げます。 

最後に、ご来賓の皆様、会員会社の皆様の尚一

層のご支援、ご協力をお願い申し上げますと共に、

皆様方の益々のご繁栄を心から願ってご挨拶とさ

せていただき戴きます。 

ご静聴ありがとうございました。 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．来賓祝辞 

 千葉県計量検定所所長 白井幸雄様 
本年４月１日付けの人事異動により、計量検

定所の所長に着任いたしました白井でございま

す。何卒よろしくお願い申し上げます。 
本日ここに、千葉県計量管理協議会の第４６

次通常総会が、盛大に開催されますことを、心

からお慶び申し上げます。 
平野会長様をはじめ会員の皆様には、日頃か

ら県の計量行政の推進に深い御理解と御協力を

賜り、厚くお礼申し上げます。 
また、計量管理優良事業場、計量管理功労者

等の会長表彰を受賞されます方々には、深く敬

意を表しますとともに、心からお祝いを申し上

げます。 
この受賞を契機に、その卓越した技能・技術

をさらに発揮され、今後の業界発展のために御

尽力くださいますよう、お願い申し上げます。 
御承知のとおり、最近の国内経済は、エコカ

ー減税やエコポイント制度の導入などの緊急経

済対策により、個人消費が持ち直し企業収益は

改善しているものの、中小企業では先行きの業

況に慎重な見方をしており、また、雇用情勢の

悪化懸念が依然として残されているなど、厳し

い状況が続いていると認識しております。 
一方、計量行政に関しましては、全国的な傾

向として組織体制の見直しや予算の削減等によ

り、専門的知識の修得や技術の伝承が危惧され

ておりますが、計量法に定められております「適

正な計量の実施を確保し、経済の発展及び文化

の向上に寄与する」という目的を達成するため

には、計量行政は必要不可欠であり、正確な特

定計量器を供給するための検定や定期検査、さ

らには県民生活の中で計量を正しく理解してい

ただくための普及啓発事業の推進等、私どもに

与えられた役割は重要であると考えております。 
その実現のためにも、貴協議会との密接な連

携を保ちながら、適正な計量行政の推進に積極

的に取り組んでまいりますので、引き続き御支

援・御協力を賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 
なお、貴協議会が参画されておられます千葉

県計量協会の一般社団法人への移行を間近に控

えておりますが、このことは、まさに時を得た

ものであり、今後の活動がより一層充実されま

すことを御期待申し上げます。 
結びに、貴協議会の益々の御発展と本日御列

席の皆様のご健勝を御祈念申し上げ、あいさつ

とさせていただきます。 
本日は、お招きいただき誠にありがとうござ

いました。 
 

４．総会成立報告 
出席者数 37、委任状 18 であり、会員数 63

の２分の１を超えるので、本総会が成立するこ

とが報告された。 

 
５．議長選出 

会則第 11 条第３項の規定により、会長事業

場である住友化学㈱千葉工場 渡辺氏を選出。 

千葉県計量検定所 白井所長
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６．議事録署名人の選出 

 議長一任となり、ＪＦＥ鋼板㈱千葉製造所 三

島氏が議長より指名選出された。 

 

７．附議事項 

第一号議案 平成２１年度事業報告について 

（報告 第二副会長 三井化学㈱茂原分工場 上田氏） 

 第４６次通常総会議案集のとおり報告し承認さ

れた。 

第二号議案 平成２１年度収支決算報告および監

査報告について 

(1) 収支決算報告 

（報告 第二副会長 三井化学㈱茂原分工場 上田氏） 

      収入決算額   3,040,185 円 

      支出決算額   2,311,213 円 

      差引き残高    728,972 円 

  議案集のとおり報告し承認された。 

 (2) 監査報告 

（報告者 監事 チッソ石油化学㈱ 水野谷氏） 

  平成２１年度千葉県計量管理協議会の決算書

及帳簿類を監査の結果、適正であることを認め

ます。     平成２２年４月８日 
監事 チッソ石油化学㈱ 

         水野谷 禎勇 
  監事 恵藤計器㈱ 

  河野  篤志  

議案集のとおり報告し承認された。 

第三号議案 一般社団法人千葉県計量協会への加

盟について(案) 

（提案及び説明者 第一副会長 

ＪＦＥスチール㈱東日本製鉄所 戸村氏） 

議案集のとおり提案し、承認された。 

第四号議案 平成２２年度事業計画(案)及び同年

度収支予算(案)について 

（提案及び説明者 第一副会長 

ＪＦＥスチール㈱東日本製鉄所 戸村氏） 

    平成２２年度収支予算(案) 

    平成２２年度事業費予算明細(案) 

  議案集のとおり提案し、承認された。 

第五号議案 その他について 

  会員からの提案事項の申し出をお願いしたが、

特に提案はなかった。 

 

以上をもって総会の審議事項は全て終了した。 

   

８．表彰式 

 Ⅰ.表彰委員会審査報告について 

（報告 第二副会長 三井化学㈱茂原分工場 上田氏） 

  (1) 計量管理優良事業場 

   平成２１年１２月に実施した計量管理実施

状況調査を参考に書類選考、現地審査を行

った結果、下記の通り決定し、３月１８日

の理事会にて承認を受けた。 

 

   ・三井・デュポンポリケミカル㈱ 

千葉工場 殿 

   ・昭和産業㈱船橋工場 殿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会会場…熱心に聴講される会員 

計量管理優良事業場表彰 
三井・デュポンポリケミカル㈱

千葉工場 殿 



 
(4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 計量管理功労者 

   事業所推薦及び理事会推薦にもとづき審査

を行った結果、下記の通り決定した。 

 ・石田 武司 殿  

ロイヤルコントロールズ㈱  

・斉藤 要 殿 

三井・デュポンポリケミカル㈱ 

千葉工場 

・坂口 求 殿  ㈱Ｊ－オイルミルズ 

千葉工場 

 

 (3) 優良計量管理技術者 

・大倉 清三 殿  ＪＳＲ㈱千葉工場 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記受賞者に対し会長より表彰状、楯、記念品を

それぞれ贈呈した。 

計量管理優良事業場表彰 
昭和産業㈱船橋工場 殿 

計量管理功労者表彰  
石田武司 殿（ロイヤルコントロールズ㈱）

計量管理功労者表彰  
斉藤要 殿（三井・デュポンポリケミカル㈱）

計量管理功労者表彰  
坂口求 殿（㈱Ｊ－オイルミルズ千葉工場）

優良計量管理技術者表彰 

大倉清三 殿（ＪＳＲ㈱千葉工場） 
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Ⅱ.平成２２年度「計量管理強調月間」ポスター、

標語の表彰について 

（審査報告者 計量管理強調月間担当  

三井化学㈱茂原工場 上田氏） 

 応募数 ポスターの部  ４点 

     標語の部  １０８点 

入 選  ポスターの部 

     特 賞 １名  優秀賞  ３名 

標語の部 

     特 賞 ４名  優秀賞 １０名 

３月１８日の理事会にて審査を行い選出した 

 

①ポスターの部 

特 賞    舘野 恵理 殿 

ＪＳＲ㈱千葉工場 

優秀賞  緒方 敏博 殿 

出光興産㈱千葉工場 

藤田 佳克 殿 

出光興産㈱千葉工場 

巳扇 宏一 殿 

出光興産㈱千葉製油所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②標語の部  特 賞 

・計量は守る姿勢とたゆまぬ努力 

しっかり築こう大きな信頼 

＊上村 健介 殿 

旭国際テクネイオン㈱ 

・事実の把握が技術の原点 

基礎を支える正しい計量 

＊大木 恵一 殿 

出光興産㈱千葉製油所 

・正しい計量 経費の節減 

エコにつながる計量管理 

＊和田 敦比古 殿 

古河電気工業㈱千葉事業所 

・計量管理はあなたが主役 

 適正管理で深まる信頼 

＊堀口 誠哉 殿 

三井・デュポンポリケミカル㈱千葉工場 

上記受賞者に対し会長より表彰状、記念品をそれ

ぞれ贈呈した。 

 

９．閉会の辞 

 第二副会長 三井化学㈱茂原分工場 佐藤部長 

 

以上で、すべての議事および報告を終了し、16 時

閉会した。 

表彰者一同及び三役による記念撮影 
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計量管理優良事業場表彰を受賞して 

 
 三井・デュポンポリケミカル（株）千葉工場 

 
この度、第４６次千葉県計量管理協議会総会に

おきまして、当工場が栄誉ある「計量管理優良事

業場」の表彰を賜り、大変光栄に思っております。

これもひとえに計量検定所の皆様及び協議会役員

の方々をはじめとする関係各位のご指導・ご支援

の賜りと深く感謝しております。 
この機会に紙面をお借りして、当工場の計量管

理の概要について紹介させて戴きます。 
 
１．当社及び当工場の概要 

当社は、三井化学と米国デュポン社との合弁会

社であります。 
当千葉工場は市原市にあり、京葉臨海工業地帯

にある三井化学（株）市原工場を中心とするコン

ビナートの一角をなし、当社大竹工場（広島県）

に次ぐ第２工場として、昭和４２年４月に操業を

開始しました。  
主要生産品目は、エバフレックス（エチレン／

酢酸ビニルコポリマー）及びミラソン（低密度ポ

リエチレン）で年間１１万トン生産しています。 
製品の主要用途としては、太陽電池、電線、フ

イルム、接着剤、改質材、自動車用外装部品など

があります。 
工場の敷地面積は、１０５，６００ｍ2、社員

は７８名（平成２２年５月現在）が働いておりま

す。 

 
 

高圧法ポリエチレンプラントですので、生産ラ

インの圧力が２００ＭＰａを超えるラインがあり、

特に安全活動では、デュポン社の安全１０原則の

一つである「すべての怪我および職業病は防ぐこ

とができる。」を信念とし、社員・協力会社一丸で

日々の業務に取り組んでおります。 
 

２．計量管理の概要 

計量器の機種別台数を以下に示します。 
①一般計量（測）器 ②分析計 

質量計   ８０台  騒音計          ２台 
温度計 ８８０台 振動レベル計  ２３台 
圧力計 ８５０台 ガラス電極式    ２台 
流量計 ２９０台 大気濃度計  １５３台 
液面計 １００台 ③その他    ２２０台 

 
３．計量管理実施のための組織 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

計測器類の購買業務   ：三井化学(株)に移管 
電気・土建設備の保全 ：三井化学(株)に移管 

 

工場長

（主管者）

施設課

製造課

保安環境課 

技術課

管理課

（主管課） 

技術スタッフ

事務スタッフ

分 析 係

製造係 
製品係 
機械係 
計装係(実施部課)

社員 ５名 
保全員３名(常駐)
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４．計量管理規程類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
      
     
   
    
   
     
  
     
   
 
５．計量器の検査設備 
○基準器   分銅 
○標準器   分銅、温度計、圧力試験器 

電圧電流発生器、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒｰﾀｰ  等 
○検査設備  検温槽、ｺﾝﾊﾟｸﾄｷｬﾙ、精密圧力計 

電圧電流発生器、電子天秤   等 
 
６．計量器及び計装設備の管理状況 
(a) 受入検査  

発注先から入荷した新規購入計測器及び外注修

理品は、受入検収基準に従って検査しています。 

検査では常駐保全員に委託し実施しています。 

(b) 定期検査 

イ）計装ループ毎にランク付け及び検査周期を

定め、計画的に点検を実施しています。 

ロ）検査は、各種要領、作業指針及び標準作業

法に基づいて行っています。 

ハ）台秤の検査は、外部計量士による代行検査

を行なっています。 

ニ）計測器の定期検査では、一部メーカーに検

査を委託しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 臨時検査 

計器の性能に異常が生じた時に現場課からの点

検依頼により実施しています。 

検査では常駐保全員に委託し実施しています。 

(d) その他 

簡易点検として、運転中に週間点検及び月例点

検を実施しています。 
 

７．量目及び品質の検査 

 （１）原料（エチレン、酢酸ビニール等） 

①量目 

受入量を流量計、圧力計、液面計にて検査

しています。 

②品質 

組成をガスクロマトグラフまたは分析係

にて規定項目に基づき検査しています。 

 （２）製品（ＥＶＡ、ＬＤＰＥ） 

①量目 

計量器または台秤により検査しています。 

②品質 

製造工程・出荷工程で、ロット毎に規定項

目に基づき検査しています。 

標 準 作 業 法 運 用 要 領  等 

 

品 質 関 係 工 程 計 器 検 査 標 準 

品 質 管 理 規 則

計 装 機 器 検 査 要 領 

校 正 用 計 器 検 査 要 領 

  品 質 管 理 

設 備 管 理   設 備 管 理 規 則

計 装 設 備 工 事 検 収 要 領 

計 装 設 備 検 査 標 準  等 

機 器 検 収 要 領 

安 全 ・ 環 境 管 理 、技 術 管 理 、運 転 管 理 

計 装 工 事 施 工 要 領 

他 に 、三 井 化 学 (株) の 「 設 備 技 術 規 格 」 を 準 用 

工 場 規 定 類
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８．計量管理に関する改善活動 

○改善提案表彰制度を設け、社員の意識啓蒙を

図っています。 

○計装機器取替更新要領を定め、老朽化計器、

製造中止計器の計画的更新を図っています。 

 

９．ＩＳＯ関連取得状況 

１）ＩＳＯ９００１ 

取得：１９９２年１１月１２日 

２００９年度に２００８年版に移行 

２）ＩＳＯ１４００１： 

取得：２００２年３月２２日 

三井化学（株）市原工場の１プラントと

して取得 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．教育訓練 

○固有技術伝承教育計画に基づき、Know-How に

係わる知識・技能教育を実施しています。 

○要領類や実作業の繰り返し教育により知

識・技能の維持、改善を図っています。 

○定例ミ－ティングでの情報交換に努めてい

ます。 

○各種講習会等へ出席し、見聞を広めています。 

 

以上、当工場における計量管理の概要を紹介させ

ていただきました。 

今回の受賞を励みに、計量管理活動の継続的改

善に繋げてまいりたいと考えております。今後と

もご指導、ご鞭撻の程よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本社・工場 （〒261-0002）

電 話 ０４３（２４２）０５０５

製 造 ・ 販 売 ・ 修 理 ・ 保 守 管 理

計量士による代検査・ＩＳＯ関係検査

計量器・計測機器に関する御用は何でもご照会下さい

各種計量器販売・保守管理に貢献する

E-mail etokeiki@saturn.plala.or.jp

（代表）

Ｆ Ａ Ｘ ０４３（２４3）２５１９
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計量管理優良事業場表彰を受賞して 

 
昭和産業株式会社 船橋工場  

この度、千葉県計量管理協議会第４６次通常総

会におきまして、当工場が「計量管理優良事業所」

として表彰を賜りましたこと大変光栄に思ってお

ります。これも千葉県計量検定所をはじめ、千葉

県計量管理協議会会員皆様のご指導、ご支援によ

るものと深く感謝しております。 
この機会に紙面をお借りして、当工場の計量管

理の概要を紹介させて頂きます。 
 

１．当社及び当工場の概要 
昭和産業株式会社は、1936 年の創立以来、小麦、

大豆、菜種、とうもろこし 等の主要穀物を原料

に加工販売する総合食品素材ﾒｰｶｰとして発展して

きました｡ 
 船橋工場は千葉県船橋市にある総面積 74,000

㎡の敷地を持つ総合食品工場で、小麦粉の二次加

工工場としての重要な役割を担っております。 

敷地内には、製粉工場を中心に天ぷら粉などの

ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ工場､ﾏｶﾛﾆ､ｽﾊﾟｹﾞｯﾃｨ などのﾊﾟｽﾀ工場が効

率的に配置されており、原料の搬入から製造、出

荷まで自動化・省力化された設備で製品が製造さ

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産設備：小麦ｻｲﾛ、製粉工場、ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ工場、

ﾊﾟｽﾀ工場、ﾊﾟｯｹｰｼﾞｾﾝﾀｰ 

生産品目：小麦粉、天ぷら粉、ｹｰｷﾐｯｸｽ、 

ｽﾊﾟｹﾞｯﾃｨ、ﾏｶﾛﾆ他 

設備概要 

1）小麦ｻｲﾛ      保管能力 22,600ｔ 

吸揚能力 150ｔ/時 

2）製   粉      ２ﾐﾙ 600ｔ/日  

3）ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ           156.9ｔ/日 

4）ﾊﾟｽﾀ               96.5ｔ/日 

5）ﾊﾟｯｹｰｼﾞｾﾝﾀｰ            10 ﾗｲﾝ 

（ﾎｯﾄｹｰｷﾐｯｸｽ・お好み焼き粉などの小袋包装） 
 

２．計量管理の概要 
計量器の種類とその台数（概数）を以下に示し

ます。 

一般計量器     分析計 

○ 長さ計：10 台  ○ 騒音計（一般用）：1 台 

○ 質量計：270 台  

○ 温度計：30 台 

○ 圧力計：200 台 

○ 流量計：10 台 

 

３．計量管理実施の組織 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計量士 営繕担当 保全修理

計量管理 原動担当 電気・熱管理

担当課

工場長 統括課長 保全ユニット 設備担当 設備計画

計量管理

管理課 量目管理
計量委員会

物流ユニット 量目管理

製粉ユニット 量目管理

品質管理室

ミックスユニット 量目管理

品質管理室

パスタユニット 量目管理

品質管理室

総合研究所 量目管理

適正計量管理主任者

適正計量管理主任者

適正計量管理主任者

適正計量管理主任者

適正計量管理主任者

適正計量管理主任者
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４．計量管理規定類 

 

 

 

 

 

  
    
 
 
５．計量器の管理状況 

計量器については計量管理規定に基き定期的

に校正を実施しています。 

以下に管理状況を紹介します。 

 

(1）受入検査 

購入又は外注修理した計量器の受入の際、

発注仕様に対する合格の適否を検査します。 

発注仕様なきものについては、計量器検定

検査規則の検定の合格条件を適用します。 

(2）定期検査 

定期検査は、計量検査標準に示す検査周期

の通り、主管課が実施計画を作成の上行い

ます。質量計は、年１回以上検査を原則と

し、検査完了のものは、検査済証票を貼付

します。 

(3) 臨時検査 

臨時検査は、次の場合に計量士が行います。 

イ)計量器の不良によって、製品の量目・品

質等に不良が生じたと思考されたとき。 

ロ)計量器の器差が基準を超えるおそれが

あるとき。 

ハ)使用各課が、管理上必要と認めたとき。 

(4) その他（巡回点検） 

巡回点検は、計量士又は適正計量管理主任

者が随時現場を巡回し、使用中の計量器の 

使用、稼働の状態等について点検します。

巡回点検の結果、精度維持等に疑いのある

ものは、更に臨時検査を行います。 

 

６．量目及び品質の検査について 

(1) 原料(小麦) 

①量目 

受入量をﾎｯﾊﾟｰｽｹｰﾙで計量しその値を取引値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

としています。ﾎｯﾊﾟｰｽｹｰﾙは毎日零点調整を行

い試測装置による器差検査及び実量試貫を

行っています。 

②品質 

品質検査要領による一般分析試験を行ってい

ます。 

・ﾃｽﾄﾐﾙ試験 

・ﾌﾞﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ試験 

・二次加工試験(製パン･製菓･製麺試験) 

(2) 製品(小麦粉､ﾐｯｸｽ粉､ﾊﾟｽﾀ) 

①量目 

自動計量包装機による計量及び包装 

始業時･計量包装機及び重量選別機の点検 

抜き取り検査は､台手動はかりにより実施 

包装材料の入庫検査 

入目適正量の把握 

包装後全数を重量選別機でﾁｪｯｸ 

出荷検査（ﾗﾝﾀﾞﾑｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ） 

②品質 

（小麦粉） 

各銘柄及びﾛｯﾄ別に品質検査要領による分析

試験を行います。 

・一般分析 

・ﾌﾞﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ試験 

・二次加工試験（製ﾊﾟﾝ・製菓・製麺試験） 

（天ぷら粉・ｹｰｷﾐｯｸｽ・ﾊﾟｽﾀ） 

各銘柄及びﾛｯﾄ別に品質検査要領による分析

試験 

・一般分析 

・外観検査 

・官能検査 

 

 

計量管理規定 

計量管理委員会に関する運営規定 

計量管理規定細則 

計量器検査基準 

量目検査実施要領 
分銅検査手順書 
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７．計量管理に関する改善活動 

ﾊﾟｽﾀ各製品について再度目増し量の範囲の見

直しを行い､精度良く入目の適正量を管理する

様にしました。 

 

８．教育訓練について 

一般従業員 …計量器の取り扱いｵﾍﾟﾚｰﾀｰ教育 

計量管理要員…枕型分銅及び分銅の取り扱い 

教育、講習会、見学会への参加 

協力事業場 …計量器の取り扱いｵﾍﾟﾚｰﾀｰ教育 

 

以上、当社における計量管理の概要を紹介させ

て頂きました。 

 今後も、今回の受賞を励みに、更なる計量管理

の向上に努める所存でございますので今後とも関

係各位のご指導、ご鞭撻の程、宜しくお願い致し

ます。 
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○平成２２年度「計量正確強調月間」行事計画 

１．目 的 

 計量思想及び計量管理思想の普及推進を図

り、併せて適正な計量取引を確保するため、１

１月１日の計量記念日を中心に 1 ヶ月間各種行

事を展開し、県民の合理的な生活の向上に寄与

する。 

２．期 間 

 11 月 1 日(月)から 11 月 30 日(火)まで 

３．行事内容 

（１）計量記念日知事表彰の実施 

 11 月 1 日(月)に、計量管理実施優良事業場 

(1 事業場)、計量関係功労者(1 名)の知事表彰

を行う。 

（２）「計量管理基礎講習会」の開催 

 計量法の概要及び計量管理実施の基本事項

の普及等を目的として、生産業種の中小企業等

を主な対象として平成 22 年 11 月 18 日(木)に

千葉市暮らしのプラザにて開催する。 

（３）家庭用計量器無料検査 

  一般家庭で使用されているヘルスメーター・

キッチンスケール・ベビースケール・体温計及 

び血圧計の精度検査を県内市町村で実施する。 

（４）計量教室の開催 

  一般の消費者の方々を対象にした講習会を行

う。 

  座学の他に、実際に商品を購入していただき、

その内容量の検査も実施する。 

（５）計量展の開催 

 県内市町村及びその関係団体が開催する「消

費生活展」「産業まつり」等へ、消費者を対象

に暮らしに関わるいろいろな計量について、そ

の普及啓発を目的とした内容の「計量展」とし

て参画する。 

（６）立看板の掲出 

 広報のため、計量検定所正面に立看板を掲出

する。 

（７）関係計量団体へ月間行事の協力要請 

 「千葉県計量協会」へ自主的な企画による月

間行事展開についての協力要請を行う。 

（８）その他 

 計量検定所ホームページに検定所からのト

ピックス(お知らせ)を掲載します。 

最新の情報をご確認ください。 
 

http://www.pref.chiba.jp/syozoku/f_keiryo/ 

《計量検定所だより》 

各種はかり製造並びに販売

点検・修理・据付全般

制御盤設計・製作 千葉県船橋市藤原3-19-15
計量処理ソフト設計・製作 　 ＴＥＬ　０４７－４３０－９０３１

はかり のことならなんでも
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１．千葉県計量協会 

  第34次通常総会が平成22年7月22日(木) 

にオークラ千葉ホテルで開催され、当会から会

長以下、３名が出席しました。議事として平

成21年度事業報告及び収支決算の承認、並び

に平成22年度事業計画、収支予算案、解散及

び一般社団法人千葉県計量協会設立の審議決

定を行いました。 

２．発表会・研修見学会の開催 

 日 時：平成22年9月16日(木) 

 見学先：国立環境研究所、産業技術総合研究所 

 発表会：優良事業場として表彰された三井・デ

ュポンポリケミカル㈱千葉工場殿、昭和産

業㈱船橋工場殿に計量管理状況について、

発表して頂きます。 

３．11月「計量正確強調月間」の行事 

講演・技術研修会として県計量検定所と千葉

市及び県計量協会が共同開催する「計量管理基

礎講習会」の参加を計画しています。 

  日時：平成22年11月18日（木） 

議題等詳細は未定ですが、後日会員に案内をお

出しします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．11月「意見交換会」の行事 

計量・計装の管理について会員相互の情報交

換と交流を目的として意見交換会を計画しま

すので、多くの参加を希望します。 

意見交換内容は希望を後日募集いたします。 

日時：平成22年10月28日（木） 

５．研修見学会の開催 

  日 時:平成23年2月16日(水)～17日（木） 

  見学先：県外へ一泊研修会を計画します。 

後日会員に案内をお出しします。 

６．その他 

本会報とは別に、第46次総会議案集を計量管

理協議会ＨＰへ掲載します。ぜひ一読下さい。 

 

http://www.geocities.jp/chibakeiryoukanri/ 

 

理事会において担当者が決定いたしました。 

干葉県計量管理協議会実務担当者名簿(平成22年度) 

氏 名 事業場名 事業担当 

渡辺 久夫 

（会長） 
住友化学㈱千葉工場 編集委員 

戸村 寧男 

(第１副会長)

JFEスチール㈱ 

東日本製鉄所(千葉地区) 
編集委員長 

上田 明久 

(第２副会長)
三井化学㈱茂原分工場 

表彰委員長

強調月間 

渡部 泰充 

(理事) 
出光興産㈱千葉製油所 

講演会 

意見交換会

表彰委員 

鈴木 豊 

(理事) 
日本サイロ㈱ 

意見交換会

講演会 

松岡 市男 

(理事) 

電気化学工業㈱ 

千葉工場 

意見交換会

講演会 

高橋 修 

(理事) 
昭和産業㈱船橋工場 

意見交換会

講演会 

森山 浩一 

(理事) 
日本燐酸㈱ 

研修見学会

発表会 

林 敏彦 

(理事) 
㈱山武千葉営業所 

研修見学会

発表会 

東  将 

(理事) 
JFE鋼板㈱千葉製造所 

研修見学会

発表会 

河野 篤志 

(監査･理事)
恵籐計器㈱ 

研修見学会

発表会 

水野谷 禎勇

(監査･理事)

チッソ石油化学㈱ 

五井製造所 

編集委員 

強調月間 

 

平成２０年ポスター特賞作品 

《理事会だより》 

平成２２年ポスター特賞作品 
舘野 恵理 殿（ＪＳＲ㈱千葉工場） 
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■千葉支店　〒299-0111 市原市姉崎867　TEL.0436-61-4310

横河電機株式会社

横河ﾌｨｰﾙﾄﾞｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ株式会社

横河商事株式会社

東京電機産業株式会社

■千葉支店　〒299-0111 市原市姉崎867　TEL.0436-61-1388

■東関東支店　〒299-0111 市原市姉崎867　TEL.0436-61-2381

総合代理店

■千葉支店　〒260-0825 千葉市中央区村田町1211　TEL.043-300-8611

■銚子営業所　 〒288-0802 銚子市松本町1-993　TEL. 0479-23-3381
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平成２１年度 計量管理優良事業場 ・ 三井・デュポンポリケミカル（株）千葉工場殿 

平成２１年度 計量管理優良事業場 ・ 昭和産業㈱船橋工場殿 


